
くずし字解読講座 ４３ 

わずかな違いで見分ける 

 （t）は最初の は、「何」ですが、次の は難し

いと思います。 の部分から、 が入っているの

ではないか、という想像はできますが。これは「連」

という字で、「れ」というひらがなの代わりに使って

います。「何連」で「いずれ」と読んでいます。「連」

を「れ」というふうに使うのは、割とよく出てきます。

後の 4文字は復習になりますが、(t)は「何連之宿ニ而」
となります。 

 (u)は最初の は、第 22回や第 36回などで出て

きた「出」です。なお、第 34回で出てきた は「書」

という字です。似たような字に見えますが、比べてみる

とはっきり違います。「出」の方は が付いています。

第 22回や第 36回も見てほしいのですが、やはり「出」の字のときには が付

いているのが確認できると思います。わずか 一つの違いが、読み分ける決定

的な部分になっています。次の は、第 23回で と出てきた「来」という字

です。残りの 3文字は「仕候義」なので、「出来仕候義」となります。(t)の前か
ら通して読むと「万一何連之宿ニ而不調法等出来仕候義」（まんいち、いずれの

宿にて不調法などしゅったいつかまつり候義）となります。 
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 (v)の最初の は、「昭」や「服」にも見えるかもしれません。偏は「月」

や「目」に見えます。また、旁は となっていて、 とはなっていない

ことに注目してください。「昭」や「服」なら という形でハネるはずですか

ら、 は「艮」という字で、 は「眼」です。ここでも、わずかなハネ方の角度の違い

が、見分けるポイントになっています。次の は「前」で、「眼前ニ相見候ニ付」(眼前に相
見え候につき)となります。 
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